























アズ・ナンバーワン（Japan as Number One）』でした。80 年代には日本の企業精神と共
同営業が褒め立てられ、ヴォーゲルは日本式経営法がアメリカの資本主義の良い手本に
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コメント
　沈熙燦の発表からはいろいろ習いました。けれども、私は戦後の韓国の文化と政治の
知識に浅く、コメントはあまりできません。しかし、「日本がこの 20 年の間に失われた
ものがあるとすれば、アジア諸国との新たな関係構築の機会であろう」ということばに
深く同意しました。また、戦後の韓国での日本文学の受容と朴正熙の日本文学の弾圧は
特に面白く読みました。韓国国民と日本国民が互いの大衆文化に向けて共有する興味と
趣味は些細ではなく思えます。これが両国家の敵愾心を和らげるという可能性はないの
でしょうか。昔の学生運動が両国に学生の共有の志望を与えたようなこと、将来に再び
起こらないでしょうか。
　シュテフィ・リヒター（Steffi Richter）氏は残念ながら、気分が悪くて、当日は出席
できませんでした。スカイプで講演なさいましたが、聞き取りにくかった。氏のプレカ
リアート（precariat）運動に関する論考は三つの要点があったと思います。1 ）具体的
な個々の事例を詳しく調査研究することが大事である。2 ）考え方は「グローバルであ
ると同時にローカルでなければならない」。3 ）日本だけでなく、東アジアをふまえて
仕事をしていなくてならない。リヒター氏はきっとご存じであったに違いないが、プレ
カリアート文学が数年前から流行っており、岡崎祥久『秒速 10 センチの越冬』（1997）、
雨宮処凛『生きさせろ !　難民化する若者たち』（2007）、白井勝美『絶望男』（2008）、西
村賢太『苦役列車』（2011）、赤木智弘『若者を見殺しにする国』（2011）はその代表作
家と作品であります。特に雨宮処凛は新自由経済を敵視し、その他の多面的な政治活動
も続けています。リヒター氏の松本哉に関する紹介は参考になりましたが、もう少し、
日本に於けるプレカリアート文学と政治運動を背景として説明していただけたらよかっ
たのではないかと思いました。
　さて、基調講演の時、酒井氏がおっしゃったように、この 20 年間、特に現在は、日
本に於ける「不安」の時代であります。その通りではありますが、この 70 年来、不安
のない時代があったでしょうか。戦後の占領期、安保デモの時代、オイルショック時
代、ニクソン・ショック時代、バブル崩壊の時などなど。高度成長の時代、日本がその
都度、ショックを乗り越えて、東アジアのモデルになったように、今、その高度成長の
時代の終わり、成長の低迷期に、安定した、創造的で豊かな社会のモデルになれると思
います。そのカギはこの 20 年間論じてきた地方創生にあるというのは私の素朴な考え
ですが、それについてどんな具体的な政策が出来上がるか、次のシンポジウムを是非、
聞きたいものです。
